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本競技は日本ゴルフ協会発行のゴルフ規則と下記記載の「競技の条件・ローカルルール」を適用する。

１. 競技委員会の裁定 １. 競技の条件やローカルルールに追加、変更のあるときは、スターティングホールのティーイングエリア付近

競技委員会は競技の条件を修正する権限を有し、全ての事柄について委員会の裁定は最終である。　 に告示する。

２. スコアカードの提出 ２. 練習は指定練習場にて行い、打放し練習場においては備付けの球を使用し、スタート前の練習は１人１箱

スコアカードの提出は、スコアリングエリア方式を採用する。 (24球)を限度とする。

３. プレーの条件 ３. プレーの進行に留意し、先行組との間隔を不当にあけないよう注意すること。なお、プレーの進行を不当に

本競技は「１８ホール終了」をもって成立とする。但し、天候等の理由で１８ホールを終了できなかった場合は、競技を短縮する。 遅らせた場合はペナルティーを課すことがある。

４. 競技終了時点 ４. スタートの呼出は一切行わない。スタート時間５分前までにはティーイングエリア付近に待機のこと。

本競技は競技委員会の作成した順位表に競技委員長がサインをした時点にて終了したものとみなす。 ５. コース内では携帯電話機・スマートフォンの使用を禁止する。但し、緊急時は除く。

１. 使用ティについて、Mシニアはコンペティションティ、レディースはゴールドティ、レディースシニアはレッドティとする。

２. アウトオブバウンズの境界は白杭をもって標示する。

３. 修理地は青杭または白線にて囲まれた区域によって定められる。また、線と杭が併用されている場合は、線がその限界を

標示する。

４. レッドペナルティーエリアは、赤線にてその限界を標示する。また、赤杭にてレッドペナルティーエリアの存在を示す。

５. 人工の表面を持つ道路に接した排水溝は、ジェネラルエリアの動かせない障害物とする。また、その道路の一部とみなす。

６. コース内のヤード杭は動かせる障害物とする。

７. 適合ドライバーヘッドリスト（ﾛｰｶﾙﾙｰﾙのひな型G-１）を適用する。

８. 適合球リスト（ﾛｰｶﾙﾙｰﾙのひな型G-３）を適用する。

９. カートナビゲーション（高低差あり）を使用可とする為、個人使用による距離測定器の高低差機能の使用も可とする。

（カートナビゲーションは、安全面の為フル機能にて使用致します。）

１０. ホールとホールの間での練習禁止（ ﾛｰｶﾙﾙｰﾙひな型I-２）を適用する。　

ハーフターン待ち時間の練習は「指定練習グリーン」のみとする。

１１. プレーの中断と再開

（１）プレーの中断については、ゴルフ規則５.７に従って処置すること。

（２）危険な状況のためのプレー中断は、カートナビゲーションのサイレン音によって伝えられる。

　　　その他すべての中断は競技委員及びカートナビゲーションを通じて伝えられる。

　　　プレーの再開は競技委員及びカートナビゲーションを通じて伝えられる。

１２. 移動　　

競技者は正規のラウンド中、乗用カートに乗車・運転することができる。 競技委員長　米倉　慶一郎

競 技 の 条 件 注　意　事　項

ローカルルール

2026年度熊本県民体育祭オープン競技　第48回スポ協ゴルフ大会

開　催　日

開催コース 玉名カントリークラブ

　Mシニア・レディース・レディースシニア　第一戦


